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　はじめに
　第二次オイルショックを契機にして，本道の住

宅は高断熱，高気密化されてきました。その理由

は省エネルギー住宅こそが高性能住宅であるとい

う考えからです。しかし，こうした住宅の普及と

ともに，室内の結露，カビやダニの発生とそれら

をアレルゲンとするアレルギーの問題が生じてき

ました（図１）。

　高気密住宅は，どうしても換気不足になり，室

内で発生した水蒸気が外に出にくく，居住環境の

高湿度化を招くことになります。そのために壁表

面や壁内部で結露が生じて，その結露部分にカビ

が発生することになります。また，高断熱住宅で

は四季を通じて室温の変化が小さくなり，人間に

とって夏も冬も過ごしやすくなるとともに，ダニ

にとっても好都合の環境になります。そして，カ
ビの胞子やダニの排泄物が室内に舞い，アレルギー
をも引きおこすのです。
　そうした時に，北海道の高断熱，高気密住宅に
どんなカビが生育しているのか，そしてその数は
どれだけなのかを調査する機会を得ました。ここ
では，この調査で得られた結果についてそのあら
ましを紹介します。

　ハウスダストに住むカビ
　住宅内のカビといいましても，浴室の壁に黒い
シミを作っているもの，冷蔵摩のドアのゴムパッ
キンを黒くするもの，さらに押し入れの隅の結露
跡に青く発生しているものまで様々です。これら
はコロニー（カビの集落）を形成しているので肉
眼でも確認できるカビ被害です。
　しかし，住宅の中でアレルギー問題を引き起こ
すカビは，人間の目に見えない形で存在している
ものが重要な位置を占めているようです。つま
り，コロニーを形成せずに空中を浮遊しているカ
ビの胞子，家の中のチリやホコリに付着している
カビの胞子や菌糸です。すこし専門的な単語を使
いますと，こうした室内のチリやホコリをハウス
ダストといいます。以下に，ハウスダストに住む
カビの観察方法をお話します。

　ハウスダストの集め方
　ハウスダストの中のカビを観察するにはハウス
ダストを集めることから始めます。一番簡単な方
法は電気掃除機を用いて床を掃除し，掃除機内に図１　室内の居住環境



図３　カビの数の数え方

　図２　ハウスダストの採取方法

溜まったゴミを取り出せば，即，ハウスダストと

なります。今回の調査では，ハウスダスト採取機

と呼ばれる電気掃除機の類似品を使用しました。

この装置の概略を図２に示します。ハウスダスト

は装置内のろ紙上に溜まります。

　ハウスダスト採取機を用いて，畳やカーペット

の表裏面について，1ｍ２の面積を４分間をかけて

吸引します。そして，こうして集めたハウスダス

ト中にどれだけの数のカビがいるのか，そしてど

んな種類のカビがいるのかを調べます。

図４　コロニーとは？

を始めて菌糸の塊を作れば，やがては人間の目で

観察できるようになります。これがコロニーなの

です（図4）。

　使用する寒天培地によって生じるコロニーの数

が異なります。人間にも人によって食べ物の好き

嫌いがあるように，カビにも培地の好き嫌いがあ

るのです。一般的に，カビをはじめとする糸状の

菌はＰＤＡと呼ばれるジャガイモの煮汁とブドウ

糖を寒天で囲めた培地を好むと言われています。

結露した所にカビが発生していることをよくみる

ので，カビは湿度の高い環境を好むと考えられて

います。湿度の高い環境に対応しているのが，こ

のＰＤＡ培地といえます。

　しかし，カビの中にはへソ曲りがいて，一般的

なカビとは反対に乾燥した環境を好むものもいる

のです。こうしたカビにコロニーを作らせるため

には水分の少ないＤＧ－18と呼ばれる特殊な培地

　カビの数え方
　ハウスダスト中のカビの数の数え方について説

明します。ハウスダストを集めたろ紙を滅菌した

生理食塩水（NaCl O.87％）に入れ，ろ紙を解

繊します。つづいて，この溶液の一部を一定量取

り出して寒天培地に塗布し，25℃位の温度で培養

します。解繊液中のカビ濃度が高い場合には，溶

液を生理食塩水で希釈したものを用います。３～

７日間経過しますとカビが増殖しコロニーを形成

します。1枚のシャーレに30～300個のコロニー

が生じるようにします。コロニー1個はもともと

が1個の胞子や1個の菌体からできたものと考え

ますから，コロニーを数えることにより最初のカ

ビの数を知ることができるのです（図３）。

　ここでコロニーについて説明します。コロニー

とは集落という意味です。例えば，1個のカビ胞

子が寒天培地の上に落ちたとします。カビの胞子

はとても小さいために，人間の目で確認すること

は不可能です。しかし，この胞子が発芽し，増殖
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を用いることになります。このお話のもとになっ
た調査では，ひとつのハウスダストについてＰＤ
ＡとＤＧ－18の両方の培地を用いました。そして
ハウスダストにはカビの他にバクテリアも含まれ
ていることから，これらの培地にバクテリアの生
育を阻害する薬剤を添加し，可能な限りカビのみ
が生長しやすくしました。

　カビの同定方法
　ハウスダストの中のカビと一口でいっても，い
ろいろな種類のカビが含まれています。カビの種
類を確認することを同定といいます。カビを同定
するには，寒天培地のコロニーの一部を顕微鏡で
観察します（図５）。カビの種類によってはスラ
イド培養という方法を用いて，さらにもう一度培
養しないと同定できない場合もあります。同定の
目印になるものは，主に，コロニーの形と色，分
生子（胞子とその胞子を生じる部分）の形と大き
さです。

　調査した住宅
　では，実際の調査のお話を始めます。調査にご
協力いただいた住宅は，札幌市に１戸，旭川市に
１戸の計2戸です。いずれも昭和61年12月に完成
後，すぐに使用されているものです。なお，調査
は以下のように昭和62年9月から63年1月の期間
に季節を変えて合計５回行いました。そして，19

図５　カビの同定方法

個のサンプルを採取しました。

・札幌　　62.10.22 （秋の調査）
　　　　　63．1.26 （冬の調査）
・旭川　　62．9．7 （夏の調査）
　　　　　62．11.5 （秋の調査）
　　　　　63．1．28（冬の調査）

　2戸とも4階建てＲＣ住宅の1階です。断熱の
仕様をみますと，札幌はスチレン75ミリの外断
熱，旭川はスチレン50ミリの内断熱でした。気密
性能をみますと，札幌3．5cm／m２，旭川2．3cm／
m２でした。この値が小さいはど気密性能が高いと
いうことになります。一方，昭和40年代の木造住
宅を測定した例では20．7cm／m２でした。こうした
値を単純に比較しても，調査した住宅は6～10倍
も気密性が良い（高い）ことがわかります。
　参考までに，これらの住宅を使っている家族の
内訳は，札幌は夫婦と小学生の男子2名の4人家
族，旭川は夫婦とその母親の3人家族，時々娘さ
んと息子さんが帰省する程度でした。乳児がいる
家庭ですと，洗濯の回数が多く水を使う機会が増
えることから室内の湿度が高くなることが考えら
れます。しかし，これらの住宅はそうした点に注
意しなくてもよい標準的な住宅といえます。

　ハウスダスト中のカビ数の変化
　図６に，2戸の住宅のカビ数の季節変化を示し
ました。カビの数は床の面積当たりの個数で示し
てあります。床といいましてもカーペットの上，
畳の上，さらには畳の下と様々です。直接，人間
の目には床の上に住むカビの姿は見えませんが，
その床の上のハウスダストを集めて，寒天培地上
で培養しますと凄い数のカビがいることがわかり
ます。この図では黒ぬりのポイントがＤＧ－18培
地上のコロニー数を示しています。なお，北和室
とは北の方角に面した和室を意味し，同様に南和
室は南の方角に面した和室を意味しています。
調査した全19個のサンプルについてのカビ数をみ
てみますと，ＰＤＡ培地では7．0×10３～1．6×
10６個／m2，平均3．7×10５個／m2，ＤＧ－18培
地では4．5×10４～2．1×10７個／m２，平均4．6
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　図６　札幌・旭川におけるカビ数の変化

図７　カビの種類の季節変化（札幌）

のでしょうか。

　はじめに札幌の住宅からみます（図７）。

ＰＤＡ，ＤＧ－18ともに，コウジカビと呼ばれる

アスペルギルス属とアオカビと呼ばれるペニシリ

ウム属の２種類のカビが，季節に関係なく検出さ

れています。そして，クロカビと呼ばれるクラド

スポリウム属は冬の検出率が高くなっています。

このカビは冷蔵庫の扉のゴム部分に生えるもの

で，低温を好むとされています。したがって，気

温の低い冬に増えるものと考えられます。

　また，冬の調査におけるＤＧ－18培地には，ワ

レミア属の検出率が高くなっています。このカビ

はあずき色カビと呼ばれているもので，非常に乾

燥している環境を好みます。身近な例としては，

羊彙に生えるカビです。

　調査した住宅は冬ということもあり乾燥してい

たのでしょう。このことを裏付けるように，この

冬のサンプルのＰＤＡでは高湿度を好むとされる

ツチアオカビと呼ばれるトリコデルマ属の検出率

がゼロとなっています。

　旭川の住宅においても，札幌と同様の傾向の結

果が得られています（図８）。季節に関係なく

ＰＤＡ，ＤＧ－18ともにアスペルギルス属とペニ

シリウム属の検出率が高く，冬季にクラドスポリ

ウム属の検出率が高くなっています。そして，冬

季において，ＤＧ－18にはワレミア属の検出率が

高く，ＰＤＡではトリコデルマ属の検出率が低く

なっています。

　したがって，高断熱・高気密住宅であっても季

×10６個／m２となりました。同じハウスダストを
両培地に塗布した場合，ＤＧ－18の方により多く
のカビが現れるようです。そこで，統計的に計算
したところ５％の有意差が示されました。このこ
とからいえることは，床の上のハウスダストには
乾燥した状態を好むカビが多いということです。
カビといえば，フロのカビとか結露した押し入れ
の隅というように，湿気の多いところを好むもの
というイメージがありましたが，この調査から新
しい発見をすることになりました。サンプリング
回数が少ないので，明確なことはいえませんが，
温度も湿度も高くなる夏にカビが多いという訳で
もなさそうです。
　畳の上にカーペットを敷くと，湿気がたまるの
でダニが発生しやすいといわれます。ではカビも
多いのかと思いましたが，畳の上にカーペットを
敷いている札幌の住宅における北側和室の例をみ
ますと，同住宅の他の例と比較してＤＧ－18では
カビ数が高い値となっていますがＰＤＡではそれ
程多いという訳でもありませんでした。今後もこ
のような調査を多く行っていかないと明らかな結
論は出せないようです。

　ハウスダスト中のカビの種類について
　では，カビの種類は季節によって変化している
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図8　カビの種類の季節変化（旭川）

節によって，一部のカビの検出率に変化があるこ

とが分かりました。アスペルギルス属とペニシリ
ウム属については季節に関係なく，高い検出率が
得られました。

　関東地域の住宅におけるハウスダスト中のカ
　ビ数とカビ相
　最後に，このお話のもとになった調査結果を関
東の住宅における調査結果と比較してみました。
札幌と旭川のデータを合わせて北海道の結果とし
ています。その結果，北海道と関東の住宅におけ
るハウスダスト中のカビ数に差がないことが分か
りました。カビの種類についても，検出率の順位
に違いはあるものの，主に検出されるカビははぼ
同じであることも分かりました。
　　　　　　　　（林産試験場　微生物利用科）


